








北大実験生物センターにて樹立されたLEC ラットは約 4ヶ月令で肝不全を高率に発症し、

その経過中に急性腎不全を併発する。この腎不全の成因につき肝病変との関連で検索した。

黄疸を呈し高度の肝障害が認められた群では、尿細管壊死が腎不全の成因と考えられた。

尿中 Na 排泄低下を伴っており、組織学的にも Solez らのヒト肝腎症候群における所見と

酷似していた。以上のことから LEC ラットは肝腎症候群の自然発症モデル動物となると考

えられた。


